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安
倍
晋
三
総
理
は
、
政
権
発
足
か
ら
一
年
に
な
る
十
二
月
二
十
六
日
の
午
前
、
靖
國

神
社
に
参
拝
し
た
。総
理
の
参
拝
は
平
成
十
八
年
八
月
十
五
日
の
小
泉
純
一
郎
総
理（
当

時
）
の
参
拝
以
来
七
年
ぶ
り
。
安
倍
総
理
は
「
内
閣
総
理
大
臣
・
安
倍
晋
三
」
名
で
白

菊
を
奉
納
し
、
同
名
で
記
帳
後
、
昇
殿
参
拝
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
総
理
は
境
内
に
建
立
さ
れ
て
い
る
世
界
の
全
て
の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
「
鎮

霊
社
」
に
参
拝
。
参
拝
後
「
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
」
と
題
し
た
談
話
（
別
掲
）
を
発
表

し
た
。靖

國
参
拝
の
定
着
を

　

自
由
民
主
党
の
政
権
与
党

へ
の
復
帰
、
そ
し
て
第
二
次

安
倍
内
閣
の
誕
生
以
来
、
遺

族
会
は
総
理
の
早
期
参
拝
を

待
ち
望
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
安
倍
総
理
は
第
一
次

内
閣
で
参
拝
を
行
わ
な
か
っ

た
こ
と
を
「
痛
恨
の
極
み
」

と
語
っ
て
お
り
、
遺
族
会
は

必
ず
や
こ
の
日
を
迎
え
る
こ

と
を
確
信
し
、
総
理
へ
の
陳

情
の
ほ
か
、
今
日
ま
で
自
民

党
所
属
国
会
議
員
に
対
し
て

支
援
の
要
請
を
続
け
て
き
た
。

　

参
拝
当
日
、
靖
國
神
社
社

頭
で
安
倍
総
理
を
出
迎
え
た

尾
辻
秀
久
日
本
遺
族
会
会
長

は
、「
お
国
の
た
め
に
死
ん
だ

ら
靖
國
神
社
に
お
祀
り
す
る

と
言
っ
た
国
と
ご
英
霊
と
の

約
束
が
安
倍
総
理
に
よ
っ
て

守
ら
れ
た
こ
と
を
感
謝
す

る
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
み

ん
な
で
靖
國
神
社
に
参
拝
す

る
超
党
派
議
連
の
水
落
敏
栄

事
務
局
長
（
日
本
遺
族
会
顧

問
）
も
、「
ほ
っ
と
し
た
。
胸

に
つ
か
え
て
い
た
も
の
が
下

り
た
。
参
拝
し
て
い
た
だ
い

て
本
当
に
有
り
難
い
」
と
語

り
、
総
理
の
参
拝
が
実
現
し

た
こ
と
を
喜
ん
だ
。

　

こ
の
た
び
の
安
倍
総
理
の

決
断
に
感
謝
す
る
と
共
に
、

不
当
な
批
判
に
屈
す
る
こ
と

な
く
、
今
後
も
堂
々
と
参
拝

を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
切
に

昇殿参拝を行う安倍総理
（12月26日）

願
う
も
の
で
あ
り
、
参
拝
が

当
然
の
如
く
静
か
に
行
わ
れ

る
時
代
が
来
る
こ
と
を
心
か

ら
待
ち
望
む
も
の
で
あ
る
。

新
藤
義
孝
総
務
大
臣

元
旦
に
靖
國
神
社
に
参
拝

　

新
藤
義
孝
総
務
大
臣
は
一

月
一
日
、
靖
國
神
社
に
参
拝

し
た
。
新
藤
総
務
大
臣
は
、

「
戦
争
で
命
を
落
と
し
た

方
々
に
尊
崇
の
念
を
込
め
て

お
参
り
し
た
。
平
和
へ
の
思

い
を
新
た
に
し
た
」
と
記
者

団
に
語
り
、
反
発
を
強
め
る

中
国
や
韓
国
を
念
頭
に
、「
ど

の
国
で
も
国
の
た
め
に
命
を

捧
げ
た
方
に
は
同
じ
よ
う
な

行
為
が
な
さ
れ
て
い
る
。
問

題
に
な
る
と
は
考
え
て
い
な

い
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

総
理
談
話

　

本
日
、
靖
國
神
社
に
参
拝

し
、
国
の
た
め
に
戦
い
、
尊

い
命
を
犠
牲
に
さ
れ
た
御
英

霊
に
対
し
て
哀
悼
の
誠
を
捧

げ
る
と
共
に
、
尊
崇
の
念
を

表
し
、
御
霊
安
ら
か
な
れ
と

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、
戦
争
で
亡
く
な

ら
れ
、
靖
國
神
社
に
合
祀
さ

れ
な
い
国
内
及
び
諸
外
国
の

人
々
を
慰
霊
す
る
鎮
霊
社
に

も
参
拝
い
た
し
ま
し
た
。

　

御
英
霊
に
対
し
て
手
を
合

わ
せ
な
が
ら
、
現
在
、
日
本

が
平
和
で
あ
る
こ
と
の
あ
り

が
た
さ
を
噛
み
し
め
ま
し
た
。

　

今
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄

は
、
今
を
生
き
る
人
だ
け
で

成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
愛
す
る
妻
や

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
祈

り
、
育
て
て
く
れ
た
父
や
母

を
思
い
な
が
ら
戦
場
に
倒
れ

た
た
く
さ
ん
の
方
々
。
そ
の

尊
い
犠
牲
の
上
に
私
た
ち
の

平
和
と
繁
栄
が
あ
り
ま
す
。

　

今
日
は
、
そ
の
こ
と
に
改

め
て
思
い
を
い
た
し
、
心
か

ら
の
敬
意
と
感
謝
の
念
を
持

っ
て
参
拝
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
本
は
二
度
と
戦
争
を
起

こ
し
て
は
な
ら
な
い
。私
は
、

過
去
へ
の
痛
切
な
反
省
の
上

に
立
っ
て
、
そ
う
考
え
て
い

ま
す
。
戦
争
犠
牲
者
の
方
々

の
御
霊
を
前
に
、
今
後
と
も

不
戦
の
誓
い
を
堅
持
し
て
い

く
決
意
を
新
た
に
し
て
参
り

ま
し
た
。

　

同
時
に
、
二
度
と
戦
争
の

惨
禍
に
苦
し
む
こ
と
が
無
い

時
代
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ア
ジ
ア
の
友
人
、

世
界
の
友
人
と
共
に
、
世
界

全
体
の
平
和
の
実
現
を
考
え

る
国
で
あ
り
た
い
と
誓
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
戦
後
六
十
八
年

間
に
わ
た
り
自
由
で
民
主
的

な
国
を
つ
く
り
、
ひ
た
す
ら

に
平
和
の
道
を
邁
進
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
姿
勢

を
貫
く
こ
と
に
一
点
の
曇
り

も
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
の
平

和
と
安
定
、
そ
し
て
繁
栄
の

た
め
に
、
国
際
協
調
の
下
、

今
後
そ
の
責
任
を
果
た
し
て

参
り
ま
す
。

　

靖
國
神
社
へ
の
参
拝
に
つ

い
て
は
、
残
念
な
が
ら
、
政

治
問
題
、
外
交
問
題
化
し
て

い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

靖
國
参
拝
に
つ
い
て
は
、

戦
犯
を
崇
拝
す
る
も
の
だ
と

批
判
す
る
人
が
い
ま
す
が
、

私
が
安
倍
政
権
の
発
足
し
た

今
日
こ
の
日
に
参
拝
し
た
の

は
、
御
英
霊
に
、
政
権
一
年

の
歩
み
と
、
二
度
と
再
び
戦

争
の
惨
禍
に
人
々
が
苦
し
む

こ
と
の
無
い
時
代
を
創
る
と

の
決
意
を
お
伝
え
す
る
た
め

で
す
。

　

中
国
、
韓
国
の
人
々
の
気

持
ち
を
傷
つ
け
る
つ
も
り
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
靖
國
神

社
に
参
拝
し
た
歴
代
の
首
相

が
そ
う
で
あ
っ
た
様
に
、
人

格
を
尊
重
し
、
自
由
と
民
主

主
義
を
守
り
、
中
国
、
韓
国

に
対
し
て
敬
意
を
持
っ
て
友

好
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
の
皆
さ
ん
の
御
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

安倍総理､ご英霊との約束を果たす
政権発足から一年、12月26日に靖國神社に参拝
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岡
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岸
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新
年
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
皆
様
に
は
、
お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
の
十
二
月
二
十
六

日
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は

靖
國
神
社
へ
参
拝
さ
れ
、
我

が
国
の
姿
勢
を
世
界
に
示
し

ま
し
た
。第
一
次
内
閣
の
時
、

参
拝
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と

を
「
痛
恨
の
極
み
」
と
言
わ

れ
た
安
倍
総
理
は
必
ず
や
私

た
ち
遺
族
の
願
い
を
叶
え
て

い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い

ま
し
た
が
、
政
権
発
足
か
ら

一
年
の
節
目
に
「
平
和
へ
の

誓
い
」
を
社
に
鎮
ま
る
ご
英

霊
に
奉
告
さ
れ
、
ご
英
霊
と

の
約
束
を
果
た
す
と
共
に
、

私
た
ち
遺
族
の
思
い
に
応
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

信
念
を
貫
か
れ
堂
々
と
参

拝
さ
れ
た
安
倍
総
理
に
深
く

感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

将
来
の
天
皇
陛
下
の
御
親
拝

へ
と
繋
が
る
よ
う
、
今
後
と

も
引
き
続
い
て
靖
國
神
社
に

参
拝
さ
れ
る
よ
う
強
く
望
む

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ご
遺
族
の
処
遇

改
善
は
、
概
ね
遺
族
会
の
要

望
ど
お
り
の
予
算
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会

員
皆
様
方
の
ご
支
援
と
遺
家

族
議
員
協
議
会
を
は
じ
め
と

す
る
自
民
党
国
会
議
員
、
関

係
者
各
位
の
ご
尽
力
の
賜
で

あ
り
心
か
ら
感
謝
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。特
に
近
年
、

外
地
等
に
眠
る
ご
遺
骨
の
早

期
収
容
に
力
を
注
い
で
い
た

だ
い
て
お
り
、
遺
族
会
と
し

て
孫
や
曾
孫
の
世
代
の
積
極

的
な
参
加
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
六
月
に
は
特

別
弔
慰
金
が
最
終
償
還
に
な

る
こ
と
か
ら
、
今
年
は
継
続

運
動
が
正
念
場
を
迎
え
ま

す
。
多
く
の
ご
遺
族
が
受
給

対
象
に
な
る
こ
と
は
勿
論
の

こ
と
、
ご
英
霊
が
国
に
尊
い

命
を
捧
げ
た
最
後
の
証
が
こ

の
特
別
弔
慰
金
で
す
。
会
員

一
致
結
束
し
て
何
と
し
て
も

継
続
を
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

先
の
大
戦
の
終
結
か
ら
今

年
で
六
十
九
年
。
あ
の
戦
争

の
記
憶
は
国
民
か
ら
益
々
遠

く
な
り
つ
つ
あ
り
、
ご
遺
族

の
皆
様
か
ら
は
県
護
國
神
社

の
護
持
や
県
内
各
地
に
建
立

さ
れ
て
い
る
忠
魂
碑
の
維
持

管
理
な
ど
、
そ
の
将
来
を
危

惧
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

勿
論
、
ご
英
霊
の
慰
霊
顕

彰
は
国
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
国
、
地
方
自
治
体
、

地
域
住
民
と
一
緒
に
護
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
遺
族
会

と
し
て
先
ず
は
組
織
の
後
継

体
制
の
確
立
、
特
に
孫
や
曾

孫
の
世
代
の
組
織
化
が
急
務

で
す
。
現
在
の
組
織
の
中
心

で
あ
る
遺
児
世
代
と
孫
・
曾

孫
の
世
代
の
英
霊
顕
彰
に
対

す
る
意
識
に
は
大
き
な
隔
た

り
が
あ
り
、
そ
の
組
織
化
は

簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
未
来
永
劫
の
英
霊
顕

彰
を
運
動
の
基
本
と
す
る
遺

族
会
と
し
て
、
会
員
の
皆
様

方
と
共
に
最
善
策
を
模
索
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
遺
族
運
動
を

進
め
る
う
え
で
組
織
の
継

承
、
そ
し
て
財
政
等
々
、
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
英
霊
の
「
声
な
き
声
」
に

お
応
え
す
る
た
め
、
今
後
と

も
出
来
る
限
り
の
努
力
を
傾

注
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
遺
族
会
の
皆
様
方
に
は

更
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
ご
遺
族
皆
様
方

の
ご
多
幸
と
今
後
益
々
の
ご

活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

歴代総理（戦後）の靖國神社参拝
東久邇稔彦 １回 昭和20年８月18日
幣原喜重郎 ２回 昭和20年10月23日、同20年11月20日

吉田　　茂 ５回
昭和26年10月18日、同27年10月17日、同28年４月23日
同 28年10月24日、同29年４月24日

岸　　信介 ２回 昭和32年４月24日、同33年10月21日

池田　勇人 ５回
昭和35年10月10日、同36年６月18日、同36年11月15日
同 37年11月４日、同38年９月22日

佐藤　栄作 11回

昭和40年４月21日、同41年４月21日、同42年４月22日
同 43年４月23日、同44年４月22日、同44年10月18日
同 45年４月22日、同45年10月17日、同46年４月22日
同 46年10月19日、同47年４月22日

田中　角栄 ５回
昭和47年７月８日、同48年４月23日、同48年10月18日
同 49年４月23日、同49年10月19日

三木　武夫 ３回 昭和50年４月22日、同50年８月15日、同51年10月18日

福田　赳夫 ４回
昭和52年４月21日、同53年４月21日、同53年８月15日
同 53年10月18日

大平　正芳 ３回 昭和54年４月21日、同54年10月18日、同55年４月21日

鈴木　善幸 ９回
昭和55年８月15日、同55年10月18日、同55年11月21日
同 56年４月21日、同56年８月15日、同56年10月17日
同 57年４月21日、同57年８月15日、同57年10月18日

中曽根康弘 10回

昭和58年４月21日、同58年８月15日、同58年10月18日
同 59年１月５日、同59年４月21日、同59年８月15日
同 59年10月18日、同60年１月21日、同60年４月22日
同 60年８月15日

橋本龍太郎 １回 平成８年７月29日

小泉純一郎 ６回
平成13年８月13日、同14年４月21日、同15年１月14日
同 16年１月１日、同17年10月17日、同18年８月15日

安倍　晋三 １回 平成25年12月26日
　註）�戦後68年間の総理33人の内、15人が計68回参拝。終戦の日

の８月15日の参拝は８回。

理
事
長	

岸
本　

清
美　

津
山
市

副
理
事
長	

服
部　

剛
司　

総
社
市

　

〃	

浅
野　
　

實　

真
庭
市

　

〃	

須
々
木
壽
志　
岡
山
市
岡
山

常
任
理
事	

難
波　

慶
行　
倉
敷
市
倉
敷

　

〃	

岡
本
美
智
夫　
美
作
市
郡

　

〃	

秀
平　

良
子　

笠
岡
市

　

〃	

坂
根　

弘
子　

岡
山
市

西
大
寺

　

〃	

藤
原　

信
子　
倉
敷
市
倉
敷

監　

事	

石
原　

育
子　
倉
敷
市
児
島

　

〃	

渡
邊　

繁
雄　

井
原
市

理　

事	

冨
岡　

義
雅　

岡
山
市

西
大
寺

　

〃	

徳
田　
　

伸　
岡
山
市
上
道

　

〃	

人
見　

信
一　
岡
山
市
北

　

〃	

佐
藤　

喜
義　
岡
山
市
南

　

〃	

佐
々
木
征
治　
岡
山
市
御
津

　

〃	

古
家
野　

亘　
岡
山
市
灘
崎

　

〃	

榎
本　

省
三　
岡
山
市
建
部

　

〃	

高
橋　

生
人　
岡
山
市
瀬
戸

　

〃	

小
島
健
一
郎　
倉
敷
市
児
島

　

〃	

平
田　

晶
三　
倉
敷
市
玉
島

　

〃	

加
藤　

右
夫　
倉
敷
市
真
備

　

〃	

田
渕　
　

潔　

津
山
市

　

〃	

三
宅　

禎
浩　

玉
野
市

　

〃	

安
藤　

誠
一　

笠
岡
市

　

〃	

田
邉　

隆
則　

井
原
市

　

〃	

大
月　

健
一　

高
梁
市

　

〃	

鈴
木　
　

治　

新
見
市

　

〃	

小
長　

琢
幸　

備
前
市

　

〃	

高
原　

能
夫　
瀬
戸
内
市

　

〃	

岡
本　

忠
司　

赤
磐
市

　

〃	

大
島　

靖
幸　
浅
口
市
郡

理　

事	

角
南　

和
弘　

和
気
郡

　

〃	

澤
田　

晃
始　

都
窪
郡

　

〃	

日
置　

彰
雄　

小
田
郡

　

〃	

芦
川　
　

巖　

真
庭
郡

　

〃	

池
田　

和
雄　

苫
田
郡

　

〃	

黒
田　

晴
義　

勝
田
郡

　

〃	

小
林　

寮
全　

久
米
郡

　

〃	

浮
森　

孝
雄　

加
賀
郡

評
議
員　

服
部　

晃
一　
岡
山
市
岡
山

　

〃	

豊
田　

裕
道　

岡
山
市

西
大
寺

　

〃	

深
井　

芳
子　
岡
山
市
北

　

〃	

浅
沼　

義
廣　
岡
山
市
南

　

〃	

中
田　

素
實　
倉
敷
市
倉
敷

　

〃	

礒
野　

貴
子　
倉
敷
市
児
島

　

〃	

井
上　

晴
夫　
倉
敷
市
玉
島

　

〃	

小
椋　

章
光　

津
山
市

　

〃	

近
藤　

紀
男　

玉
野
市

　

〃	

松
浦　

良
治　

笠
岡
市

　

〃	

坂
川　
　

泉　

井
原
市

　

〃	

一
視　

保
惠　

総
社
市

　

〃	

織
田　

和
民　

高
梁
市

　

〃	

小
豆
澤　

隆　

新
見
市

　

〃	

岡
田
幸
太
郎　

備
前
市

　

〃	

佐
藤　

悦
子　
瀬
戸
内
市

　

〃	

畑　
　

憲
孝　

赤
磐
市

　

〃	

白
鳥　

孝
雄　

真
庭
市

　

〃	

井
上　

清
史　
美
作
市
郡

　

〃	

北
村　

好
江　
浅
口
市
郡

　

〃	

川
島　

晴
江　

久
米
郡

事
務
局　

豊
島　

始
男　
事
務
局
長

　

〃	

藤
田　

幸
子　
事
務
局
員

　

〃	

渡
邊
千
恵
子　
　

〃
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日
本
遺
族
会
は
、
平
成
二
十
六
年
度
政
府
予
算
編
成
を
間
近
に
し
た
十
二
月
十
九
日

㈭
、
東
京
・
永
田
町
の
自
由
民
主
会
館
ホ
ー
ル
に
全
国
遺
族
代
表
約
四
百
二
十
名
の
参

集
を
求
め
、
第
七
十
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
を
開
催
し
た
。

　
大
会
に
は
新
藤
義
孝
総
務
相
、
田
村
憲
久
厚
労
相
の
ほ
か
、
自
由
民
主
党
か
ら
高
村

正
彦
副
総
裁
ら
衆
参
国
会
議
員
三
百
十
名
が
出
席
。
総
理
の
靖
國
神
社
参
拝
の
推
進
、

国
家
補
償
の
理
念
に
基
づ
く
遺
族
処
遇
改
善
な
ど
を
決
議
す
る
と
共
に
、
政
府
予
算
案

に
対
す
る
概
算
要
求
に
計
上
さ
れ
た
遺
族
処
遇
改
善
事
項
の
完
全
実
現
、
特
別
弔
慰
金

の
継
続
・
増
額
な
ど
を
求
め
た
。
大
会
の
経
過
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

第
70
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会

経
過
の
概
要

一
、
日　

時 

　

平
成
25
年
12
月
19
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
25
分 

二
、
場　

所

　

自
由
民
主
会
館八

階
ホ
ー
ル

三
、
参
加
者

　

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
約

四
二
〇
名
（
岡
山
県
か
ら
九

名
参
加
）

四
、
来　

賓

＊
自
由
民
主
党
副
総
裁

　
　

高
村　

正
彦
氏

＊
総
務
大
臣

第
70
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会

総
理
の
靖
國
参
拝
推
進
、
政
府
予
算
に
対
す
る

遺
族
処
遇
改
善
要
望
事
項
の
完
全
実
現
を
決
議
日本遺族会

　
　

新
藤　

義
孝
氏

＊
厚
生
労
働
大
臣

　
　

田
村　

憲
久
氏

＊
自
由
民
主
党
幹
事
長

　
　

石
破　
　

茂
氏

＊
自
由
民
主
党
政
調
会
長

　
　

高
市　

早
苗
氏

＊
遺
家
族
議
員
協
議
会
会
長

　

代
行

　
　

逢
沢　

一
郎
氏

＊
衆
議
院
議
員　

二
三
〇
名

（
本
人
一
三
一
名
）

＊
参
議
院
議
員　
　

八
〇
名

（
本
人　

四
九
名
）

計　

三
一
〇
名

（
本
人
一
八
〇
名
）

＊�

他
に
総
務
省
人
事
・
恩
給

局
長
、
同
省
大
臣
官
房
審

議
官
、
同
省
恩
給
企
画
課

長
、
厚
生
労
働
省
社
会
・

援
護
局
長
、
同
省
大
臣
官

房
審
議
官
、
同
省
援
護
企

画
課
長
ら
が
出
席
。

五
、
経
過
の
概
要 

　

政
府
は
平
成
二
十
六
年
度

予
算
案
の
一
般
会
計
総
額
を

過
去
最
大
の
九
十
六
兆
円
台

と
す
る
方
向
で
調
整
に
入

り
、
十
二
月
二
十
四
日
に
予

算
案
を
閣
議
決
定
す
る
方
針

で
進
め
て
い
る
。
現
下
の
我

が
国
の
財
政
状
況
は
少
子
高

齢
化
等
の
要
因
に
よ
っ
て
悪

化
が
続
く
中
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
後
の
経
済
危
機
へ
の

対
応
、
東
日
本
大
震
災
へ
の

対
応
等
が
重
な
っ
て
近
年
著

し
く
悪
化
が
進
ん
で
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
平
成

二
十
六
年
四
月
一
日
に
は
消

費
税
が
八
％
と
な
る
。
予
算

案
は
今
年
八
月
に
決
め
た
中

期
財
政
計
画
で
示
し
た
収
支

改
善
、
国
債
発
行
枠
の
目
標

を
い
ず
れ
も
達
成
で
き
る
見

込
み
で
財
政
健
全
化
へ
一
歩

前
進
す
る
が
、
増
税
や
景
気

回
復
を
追
い
風
に
し
た
税
収

増
に
頼
り
、
歳
出
減
を
実
現

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
次
年

度
以
降
厳
し
い
や
り
く
り
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
公
務
扶
助
料
・
遺

族
年
金
等
の
改
善
を
は
じ

め
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援

護
局
提
出
の
概
算
要
求
、
更

に
は
平
成
二
十
七
年
に
最
終

償
還
を
迎
え
る
特
別
弔
慰
金

の
継
続
・
増
額
と
い
っ
た
戦

没
者
遺
族
の
処
遇
改
善
に
関

す
る
要
望
事
項
の
完
全
実
現

を
目
指
し
、
全
国
四
十
七
都

道
府
県
遺
族
会
の
代
表
が
東

京
・
自
由
民
主
会
館
に
参
集

し
、
自
民
党
所
属
の
衆
参
国

会
議
員
の
先
生
方
を
来
賓
に

招
い
て
全
国
戦
没
者
遺
族
大

会
を
開
催
し
た
。

　

大
会
は
午
前
十
時
、
日
本

遺
族
会
の
畔
上
和
男
専
務
理

事
と
名
雪
文
明
事
務
局
参
事

の
司
会
で
開
会
し
た
。

　

開
会
の
言
葉
を
森
田
次
夫

副
会
長
が
宣
し
、
国
歌
斉
唱

に
次
い
で
靖
國
の
杜
に
鎮
ま

る
二
百
四
十
六
万
六
千
余
柱

の
ご
英
霊
に
感
謝
の
黙
祷
を

捧
げ
た
。

　

次
に
、
尾
辻
秀
久
会
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
全
国
各
地
か

ら
参
集
し
た
戦
没
者
遺
族
並

び
に
国
政
極
め
て
忙
し
い

中
、
出
席
い
た
だ
い
た
自
民

党
衆
参
国
会
議
員
の
先
生
方

に
謝
意
を
表
し
た
。

　

続
い
て
尾
辻
会
長
は
「
昨

年
九
月
十
八
日
、
日
本
遺
族

会
は
創
立
六
十
五
周
年
を
迎

え
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご

臨
席
を
仰
ぎ
記
念
式
典
を
挙

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
た
ち
遺
族
に
と
り
ま

し
て
大
変
大
き
な
励
み
と
な

り
、
こ
の
節
目
の
年
を
契
機

と
し
て
更
に
団
結
を
強
固
に

し
、
新
た
な
出
発
を
誓
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
十
二
月
の
衆

議
院
選
挙
で
は
自
民
党
が
大

勝
し
て
政
権
に
復
帰
し
、
更

に
七
月
の
参
議
院
選
挙
に
お

い
て
も
大
勝
し
て
安
定
政
権

を
獲
得
し
、
ね
じ
れ
国
会
も

解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
全
国
ご
遺

族
の
ご
支
援
の
賜
で
あ
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
倍
総
理
は
六
年
前
を
ふ

り
返
り
、『
国
の
指
導
者
が
靖

國
神
社
に
参
拝
す
る
の
は
当

然
だ
。
総
理
在
任
中
に
参
拝

で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
痛
恨

の
極
み
だ
』
と
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
表
れ
で
し
ょ

う
か
、
春
秋
の
例
大
祭
に
大

真
榊
を
奉
納
さ
れ
、
八
月
十

五
日
に
は
玉
串
料
を
納
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
安
倍
総
理
に

は
今
度
こ
そ
は
信
念
を
貫
い

て
い
た
だ
け
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
総

理
・
閣
僚
等
の
靖
國
神
社
へ

の
参
拝
定
着
を
引
き
続
き
求

め
て
い
く
と
共
に
環
境
整
備

に
も
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、「
遺
族
会
の
最
大

の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
妻
特

給
及
び
父
母
特
給
の
継
続
が

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
勢
い

を
平
成
二
十
七
年
に
最
終
償

還
を
迎
え
る
特
別
弔
慰
金
の

継
続
・
増
額
運
動
に
繋
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
遺
族

会
に
山
積
す
る
諸
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
一
層
の
結

束
と
行
動
力
を
発
揮
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

日
本
遺
族
会
は
本
年
四
月

に
新
法
人
へ
と
移
行
し
、今
、

後
継
者
で
あ
る
孫
・
曾
孫
世

代
の
組
織
化
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
来
賓

の
諸
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
私
ど
も
戦

没
者
遺
族
の
心
情
を
お
汲
み

取
り
い
た
だ
き
、
一
層
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
を
結
ん
だ
。

　

次
に
、
自
民
党
を
代
表
し

て
高
村
正
彦
副
総
裁
か
ら
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
新
藤

義
孝
総
務
大
臣
、
田
村
憲
久

厚
生
労
働
大
臣
、
石
破
茂
幹

事
長
、高
市
早
苗
政
調
会
長
、

遺
家
族
議
員
協
議
会
を
代
表

し
て
逢
沢
一
郎
会
長
代
行
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
。

　

次
に
、
予
算
審
議
等
多
忙

な
中
、
出
席
い
た
だ
い
た
自

民
党
衆
参
国
会
議
員
及
び
総

務
省
・
厚
生
労
働
省
の
各
局

長
、
審
議
官
を
紹
介
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
会
の
議
長
に

増
矢
稔
副
会
長
が
就
任
。
意

見
発
表
を
仲
沢
誠
也
常
務
理

事
（
秋
田
県
遺
族
連
合
会
会

長
）
が
行
っ
た
。

　

次
に
、
大
会
の
宣
言
（
案
）

を
伊
藤
早
苗
常
務
理
事
（
三

重
県
遺
族
会
副
会
長
）
が
朗

第70回全国戦没者遺族大会
（12月19日：自由民主会館８階ホール）
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読
発
表
し
、
決
議
（
案
）
を

冨
田
千
秋
常
務
理
事
（
熊
本

県
遺
族
連
合
会
会
長
）
が
朗

読
発
表
し
た
。
議
長
が
そ
れ

ぞ
れ
を
参
加
者
に
諮
り
、
満

場
一
致
、
拍
手
を
も
っ
て
採

択
さ
れ
た
。
次
に
、
水
落
敏

栄
顧
問
の
発
声
で
万
歳
を
三

唱
。
終
わ
り
に
宇
田
川
剱
雄

常
務
理
事
（
東
京
都
遺
族
連

合
会
会
長
）
の
閉
会
の
辞
で

大
会
を
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
参
加
者
は

自
民
党
本
部
及
び
議
員
会
館

等
に
赴
き
、
地
元
選
出
の
自

由
民
主
党
国
会
議
員
に
遺
族

会
の
要
望
事
項
実
現
に
対
す

る
理
解
と
協
力
を
求
め
る
陳

情
を
行
う
と
共
に
、
日
本
遺

族
会
で
は
役
員
と
地
元
代
表

に
よ
る
関
係
閣
僚
等
へ
の
特

別
陳
情
を
行
っ
た
。

　

遺
族
会
の
皆
様
方
に
は
長

年
、
ご
英
霊
の
顕
彰
、
遺
族

の
福
祉
の
増
進
な
ど
に
多
大

な
ご
尽
力
を
賜
り
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
貫
し
て
自
民

党
を
力
強
く
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
し
た
。
昨
年
の
総
選
挙

で
政
権
に
復
帰
を
果
た
し
、

今
年
の
参
議
院
選
挙
で
衆
議

院
と
参
議
院
の
ね
じ
れ
を
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
振
れ
る
こ
と
な
く
自
民

党
を
お
支
え
い
た
だ
き
ま
し

た
遺
族
会
の
皆
様
の
お
力
の

賜
で
あ
り
ま
す
。

　

先
の
大
戦
か
ら
六
十
八
年

が
経
ち
ま
し
た
。
我
が
国
は

こ
の
六
十
八
年
間
戦
争
に
ま

き
こ
ま
れ
る
こ
と
も
な
く
、

一
貫
し
て
平
和
国
家
の
道
を

歩
ん
で
き
ま
し
た
。
経
済
的

に
も
文
化
的
に
も
発
展
を
遂

げ
、
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る

国
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
現
在
の
平
和
と
繁
栄
は
、

戦
陣
に
散
り
、
戦
禍
に
倒
れ

た
方
々
、
終
戦
後
も
遠
い
異

郷
の
地
に
留
ま
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
心
な
ら
ず
も

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
尊
い

犠
牲
と
、
戦
後
の
国
民
の
弛

ま
ぬ
努
力
の
賜
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
自
民
党
は
、
今
後
も

国
の
礎
と
な
ら
れ
た
ご
英
霊

の
御
霊
に
心
か
ら
の
感
謝
と

哀
悼
の
誠
を
捧
げ
不
戦
の
誓

い
、
恒
久
平
和
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
て
参
り
ま
す
。

　

先
日
閉
会
し
た
臨
時
国
会

で
は
、
我
が
国
の
平
和
と
安

全
を
更
に
強
化
す
る
た
め
、

国
家
安
全
保
障
会
議
を
創
設

す
る
法
案
と
安
全
保
障
に
関

す
る
重
大
な
秘
密
を
守
る
た

め
の
特
定
秘
密
保
護
法
案
が

成
立
し
ま
し
た
。
誤
解
、
曲

解
が
渦
巻
き
、
日
本
が
ま
た

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
の
極
論
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
日
米
安

全
保
障
条
約
の
改
定
や
Ｐ
Ｋ

Ｏ
協
力
法
を
は
じ
め
、
自
民

党
は
今
日
ま
で
国
論
を
二
分

し
、
野
党
の
強
い
反
対
を
受

け
る
重
要
な
法
律
や
条
約
を

何
度
も
成
立
さ
せ
て
参
り
ま

し
た
。

　

Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
の
時
は
、

当
時
の
社
会
党
が
徹
底
し
た

牛
歩
戦
術
や
全
国
会
議
員
の

辞
職
願
い
の
提
出
な
ど
、
今

回
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い

ほ
ど
抵
抗
し
、
自
衛
隊
の
海

外
派
兵
は
戦
争
に
繋
が
る
と

批
判
を
し
ま
し
た
。し
か
し
、

実
際
に
は
戦
争
が
起
こ
る
ど

こ
ろ
か
、
日
本
は
金
を
出
す

が
人
は
出
さ
な
い
と
の
批
判

か
ら
一
転
し
て
、
日
本
は
金

を
出
す
だ
け
で
な
く
、
人
も

出
し
て
汗
を
か
く
国
、
世
界

平
和
に
積
極
的
に
貢
献
す
る

国
と
し
て
評
価
さ
れ
、
国
内

で
も
九
十
％
の
人
が
理
解
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歴

史
を
見
れ
ば
、
こ
の
法
案
を

通
し
た
ら
戦
争
が
起
こ
る
と

い
う
批
判
は
全
く
的
外
れ
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。

　

二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
、
戦
争

を
知
る
人
が
親
か
ら
子
、
子

か
ら
孫
へ
戦
争
の
悲
惨
さ
、

愚
か
さ
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が

必
要
で
す
。
戦
争
の
記
憶
が

薄
れ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
遺

族
会
の
皆
様
が
果
た
す
役
割

は
益
々
大
き
く
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
自
民

党
も
遺
族
会
の
皆
様
と
一
体

と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
戦

争
の
な
い
平
和
な
日
本
を
築

い
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

高
村
正
彦
自
民
党
副
総
裁

挨
拶
要
旨

―
―
―
―
―
＊
―
―
―
―
―

◎
政
府
は
十
二
月
二
十
四
日

に
臨
時
閣
議
を
開
き
、
平
成

二
十
六
年
度
政
府
予
算
案
を

決
定
し
た
。
戦
没
者
遺
族
に

対
す
る
処
遇
に
つ
い
て
は
概

ね
遺
族
会
の
要
望
に
沿
っ
た

予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
予
算
案

に
計
上
さ
れ
た
遺
族
処
遇
改

善
項
目
は
左
表
の
と
お
り
。

平成26年度政府予算案に計上された戦没者遺族の処遇改善項目

◎恩給法関係（総務省関係）
１．基 本 額
　25年度と同額（据え置き）
２．遺族加算
　25年度と同額（据え置き）
　＊公務扶助料

現　　行 平成26年４月より
基 本 額 1,814,000円 →　1,814,000円
遺族加算額 152,800円 →　 152,800円
支 給 額 1,966,800円 →　1,966,800円

（月額163,900円）（月額163,900円）
　＊特例扶助料

現　　行 平成26年４月より
基 本 額 1,420,700円 →　1,420,700円
遺族加算額 152,800円 →　 152,800円
支 給 額 1,573,500円 →　1,573,500円

（月額131,125円）（月額131,125円）
３．扶養加給
　25年度と同額の年額� 72,000円
◎遺族等援護法関係

（厚生労働省関係）
１．遺族年金等

（右下の一覧表のとおり）
２．戦没者慰霊事業
◎遺骨収集帰還等� 18億200万円
　（内､ 硫黄島遺骨収集帰還等事業
� 11億1,100万円）
　（内､ 遺骨収集帰還促進のた
　　　　めの情報収集関連事業
� ２億3,500万円）
　（内､ 旧ｿ連地域の慰霊事業等
� ２億6,000万円）
◎遺骨収集帰還関連事業

（12地域）
� 14億9,800万円
　（内、硫黄島を除く
� ４億3,700万円）
フィリピン、東部ニューギ
ニア、ビスマーク・ソロモ
ン諸島、インドネシア、パ
ラオ、沖縄、硫黄島、旧ソ
連地域（ハバロフスク、沿
海、イルクーツク、ザバイ

カル、カザフスタン共和国）
◎慰霊巡拝（12地域）
� １億200万円
フィリピン、東部ニューギニア、マ
リアナ諸島、トラック諸島、マーシ
ャル・ギルバート諸島、インド、中
国、硫黄島、旧ソ連地域（ハバロフ
スク､ 沿海、アムール、カザフスタ
ン共和国）
◎慰霊碑の補修等（２カ所）
� １億2,300万円
　①補修調査　樺太
　②補修工事　ペリリュー島
◎遺骨・遺留品の伝達
� 1,600万円
◎戦没者遺骨に係るDNA鑑定
� 6,200万円
３．戦没者遺児による慰霊友好親善事業
� ２億8,300万円
� 広域地域　14地域792人
� 特定地域　３地域108人
　（内、民間建立慰霊碑等整理事業

� 1,100万円）
４．昭和館の運営費
� ４億6,500万円
５．全国戦没者追悼式の挙行経費
� １億3,500万円
（１県あたり国費参列者50人の2,350人）

《公務扶助料等年額一覧表》
種　　　別 現在の年額 26年4月より 月　額 対象遺族

公 務 扶 助 料 1,966,800 1,966,800 163,900 軍人/少佐まで同額
特 例 扶 助 料 1,573,500 1,573,500 131,125 軍人/少将まで同額
扶 養 加 給 72,000 72,000 6,000 軍人
先順位 遺 族 年 金 1,966,800 1,966,800 163,900 軍属、一部軍人
　同　遺 族 給 与 金 同　上 同　上 同　上 準軍属
　同　特例遺族年金 1,573,500 1,573,500 131,125 軍属、一部軍人
　同　特例遺族給与金 同　上 同　上 同　上 準軍属
後順位 遺 族 年 金 72,000 72,000 6,000 軍属、一部軍人
　同　遺 族 給 与 金 同　上 同　上 同　上 準軍属
　同　特例遺族年金 56,400 56,400 4,700 軍属、一部軍人
　同　特例遺族給与金 同　上 同　上 同　上 準軍属
他に公扶受給者のある妻の年金 193,200 193,200 16,100 軍人
特 設 年 金 456,400 456,400 38,030 軍人、軍属、準軍属
特 例 特 設 年 金 335,000 335,000 27,910 同　上
対馬丸特別支出金 年1,376,760 年1,376,760 114,730 遭難学童
注�上記の年額表は日本遺族会事務局の試算です｡ 多少異動することもありますの
でご了承下さい｡
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岡
山
県
遺
族
連
盟
の
財
政

基
盤
の
中
心
で
あ
る
「
幸
町

会
館
（
岡
山
市
北
区
幸
町
）」

の
運
営
に
つ
い
て
は
、
役
員

及
び
会
員
か
ら
存
続
、
売
却

を
含
め
各
種
意
見
が
提
出
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
昨
年
六
月
に
開
催
し
た

第
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、

組
織
の
運
営
な
ど
諸
課
題
に

つ
い
て
今
後
の
指
針
を
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
に
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。

　

こ
の
決
定
を
受
け
、
正
副

「
幸
町
会
館
の
運
営
」に
つ
い
て

答
申
書
提
出

財 政 問 題
特別委員会

理
事
長
会
で
協
議
し
た
結

果
、
特
別
委
員
会
は
財
政
問

題
、
特
に
幸
町
会
館
の
運
営

は
本
会
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
幸
町
会
館
の

運
営
に
焦
点
を
絞
っ
て
最
善

策
を
模
索
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
、
昨
年
八

月
三
十
一
日
の
第
一
回
か
ら

三
回
に
わ
た
り
協
議
を
行

い
、
十
二
月
二
十
六
日
に

須
々
木
壽
志
委
員
長
か
ら
岸

本
清
美
理
事
長
へ
答
申
書
が

提
出
さ
れ
た
。
提
出
さ
れ
た

答
申
書
は
次
の
と
お
り
。

経
過
の
概
要

一�

、
平
成
二
十
五
年
六
月
二

十
九
日
の
第
二
回
理
事
会

に
お
い
て
、
組
織
の
運
営

な
ど
諸
課
題
に
つ
い
て
、

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

今
後
の
指
針
を
検
討
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

二�

、
平
成
二
十
五
年
八
月
一

財
政
問
題
特
別
委
員
会

日
開
催
の
正
副
理
事
長
会

議
に
お
い
て
、
同
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て
協
議

し
、
次
の
要
領
で
設
置
す

る
こ
と
と
し
た
。

⑴�　
委
員
会
の
名
称
は
「
財

政
問
題
特
別
委
員
会
」
と

す
る
。

⑵�　
委
員
会
は
財
政
問
題
の

内
、
県
連
盟
の
財
政
基
盤

の
中
心
で
あ
る
「
幸
町
会

館
の
運
営
」
に
絞
っ
て
検

討
し
理
事
長
に
答
申
す
る
。

⑶�　
委
員
会
か
ら
理
事
長
へ

の
答
申
は
十
二
月
末
日
を

目
標
と
す
る
。

⑷�　
委
員
候
補
者
は
次
の
と

お
り
と
す
る
。

＊
副
理
事
長
三
名

　
�

服
部
剛
司
氏
、浅
野
實
氏
、

須
々
木
壽
志
氏

＊
理
事
四
名

　

�

難
波
慶
行
氏
、田
渕
潔
氏
、

大
月
健
一
氏
、
秀
平
良
子

氏
三�

、
正
副
理
事
長
会
議
で
決

定
し
た
委
員
会
設
置
要
領

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五

年
八
月
六
日
付
の
文
書
で

委
員
候
補
者
へ
就
任
要
請

を
行
い
、
承
諾
を
得
た
。

四�

、
平
成
二
十
五
年
八
月
三

十
一
日
、
財
政
問
題
特
別

委
員
会
の
第
一
回
委
員
会

を
開
催
し
、
委
員
長
に

須
々
木
壽
志
副
理
事
長
を

選
出
。
そ
し
て
、
委
員
会

の
目
的
・
進
め
方
・
答
申

時
期
な
ど
に
つ
い
て
確
認

す
る
と
共
に
、
各
委
員
か

ら
意
見
を
聴
取
し
た
。

　

�　
ま
た
、
岸
本
理
事
長
が

委
員
会
委
員
の
追
加
に
つ

い
て
出
席
委
員
に
提
案

し
、
了
承
さ
れ
た
。

【
検
討
資
料
】

　

�　
幸
町
会
館
の
現
況
・
問

題
点
な
ど
の
概
要

五�

、
第
一
回
委
員
会
終
了

後
、
岸
本
理
事
長
が
岡
本

美
智
夫
常
任
理
事
（
美
作

市
郡
）
に
委
員
就
任
を
要

請
し
、
承
諾
を
得
た
。

六�

、
平
成
二
十
五
年
九
月
二

十
八
日
、
第
二
回
委
員
会

を
開
催
。
須
々
木
委
員
長

が
各
種
地
価
変
動
率
の
統

計
、
岡
山
市
長
選
後
の
市

政
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
進

出
な
ど
周
辺
・
社
会
環
境

の
変
動
と
将
来
の
展
望
に

つ
い
て
検
討
資
料
に
基
づ

き
説
明
し
、
各
委
員
か
ら

意
見
を
聴
取
し
た
。

　

�　
そ
し
て
、
次
回
委
員
会

（
第
三
回
）
で
最
終
答
申

を
ま
と
め
、
本
年
十
二
月

末
ま
で
に
理
事
長
に
答
申

す
る
こ
と
と
し
た
。

【
検
討
資
料
】

⑴�　
幸
町
会
館
の
賃
貸
借
契

約
書

⑵　

幸
町
会
館
の
テ
ナ
ン
ト

⑶　

地
価
変
動
率
の
統
計

①�　
地
価
平
均
変
動
率
（
都

市
計
画
及
び
そ
の
他
区
域

／
用
途
／
市
区
町
村
別
）

一
覧
／
24
年

②�　
岡
山
県
全
体
の
地
価
平

均
変
動
率
の
推
移
／
13
年

〜
24
年

③�　
中
国
地
方
及
び
全
国
の

用
途
別
地
価
平
均
変
動
率

／
23
年
〜
24
年

④�　
岡
山
県
の
用
途
別
地
価

変
動
率
及
び
累
積
地
価
変

動
率
の
推
移
／
13
年
〜
24

年
⑤�　
岡
山
県
、
岡
山
市
、
倉

敷
市
の
住
宅
・
商
業
地
の

累
積
地
価
変
動
率
の
推
移

／
13
年
〜
24
年

⑷�　
都
市
再
生
緊
急
整
備
地

域
図
（
岡
山
駅
東
及
び
表

町
地
域
）

⑸�　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
？

岡
山
駅
周
辺
の
不
動
産
／

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
二
〇
一
三

夏
季
特
集
号

⑹�　
県
都
の
課
題
・
岡
山
市

長
選
を
前
に
／
山
陽
新
聞

特
集

⑺�　
岡
山
市
長
選
・
活
力
欠

く
中
心
市
街
地
／
山
陽
新

聞
特
集

⑻�　
川
崎
病
院
起
工
（
岡
山

市
中
山
下
）
／
山
陽
新
聞

⑼�　
二
〇
一
四
年
十
一
月
オ

ー
プ
ン
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル

関
連
資
料
及
び
記
事
等

七�

、
平
成
二
十
五
年
十
一
月

三
十
日
、
第
三
回
特
別
委

員
会
を
開
催
。
検
討
資
料

及
び
第
二
回
特
別
委
員
会

ま
で
の
意
見
を
踏
ま
え
最

終
答
申
を
と
り
ま
と
め
た
。

【
検
討
資
料
】

⑴�　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
開
業
・

中
心
街
激
変
の
時
／
10
月

20
日
「
山
陽
新
聞
」

⑵�　
活
力
失
う
岡
山
市
中
心

市
街
地
・
大
森
市
政
の
課

題
／
10
月
23
日
「
山
陽
新

聞
」

⑶�　
県
人
口
下
げ
幅
最
大
／

10
月
23
日
「
山
陽
新
聞
」

⑷�　
岡
山
市
民
会
館
・
あ
り

方
検
討
会
設
置
へ
／
11
月

20
日
「
山
陽
新
聞
」

⑸�　
巨
艦
店
の
影
響
は
い
か

に
／
10
月
５
日
「
お
か
や

ま
財
界
」

⑹�　
再
開
発
構
想
が
続
々
・

岡
山
市
中
心
部
の
行
く
末

は
／
10
月
20
日
「
お
か
や

ま
財
界
」

⑺�　
大
森
雅
夫
・
岡
山
市
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
11
月
５

日
「
お
か
や
ま
財
界
」

　

財
政
問
題
特
別
委
員
会

は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
二

十
九
日
の
第
二
回
理
事
会
か

ら
付
託
さ
れ
た
「
組
織
の
運

営
に
つ
い
て
の
今
後
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
、
県
連
盟

の
財
政
基
盤
の
中
心
で
あ
る

答
申
書

「
幸
町
会
館
の
運
営
」
に
絞

っ
て
慎
重
に
調
査
・
検
討
を

行
っ
て
き
た
。本
委
員
会
は
、

こ
こ
に「
幸
町
会
館
の
運
営
」

に
つ
い
て
意
見
を
取
り
ま
と

め
た
の
で
答
申
い
た
し
ま
す
。

一�

、
県
連
盟
の
財
政
基
盤
で

あ
る
幸
町
会
館
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
過
去
か
ら
現

在
ま
で
役
員
を
は
じ
め
会

員
か
ら
、
存
続
、
売
却
な

ど
各
種
意
見
が
提
出
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
岡

山
」
が
平
成
二
十
六
年
十

一
月
に
市
役
所
筋
（
岡
山

市
北
区
下
石
井
）
に
開
業

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

�　
岡
山
市
に
お
い
て
も
、

市
内
中
心
部
の
都
市
再
生

緊
急
整
備
区
域
の
指
定

や
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
表

町
を
つ
な
ぐ
県
庁
通
り
及

び
西
川
緑
道
公
園
へ
の
回

遊
性
向
上
の
社
会
実
験
の

検
討
な
ど
、
開
業
に
向
け

て
の
動
き
が
急
加
速
し
て

い
る
。

　

�　
こ
の
よ
う
に
、「
イ
オ
ン

モ
ー
ル
岡
山
」
が
開
業
す

る
こ
と
に
よ
り
、
幸
町
会

館
付
近
は
勿
論
の
こ
と
、

岡
山
市
や
周
辺
地
域
の
環

境
は
大
変
動
を
迎
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

二�

、
既
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
周

辺
地
価
は
上
昇
傾
向
に
あ

り
、
ま
た
、
幸
町
会
館
に

隣
接
す
る「
岡
山
ビ
ブ
レ
」

の
閉
店
や
、
周
辺
店
舗
の

撤
退
な
ど
の
情
報
も
散
見

さ
れ
る
よ
う
に
多
方
面
に

イ
オ
ン
モ
ー
ル
出
店
の
影

響
は
出
て
お
り
、
開
業
ま

で
更
に
動
き
が
加
速
す
る

模
様
で
あ
る
が
、
開
業
後

の
平
成
二
十
六
年
末
ま
で

に
は
周
辺
地
域
の
方
向
性

が
見
え
て
く
る
と
思
わ
れ

る
。

三�

、
激
変
す
る
市
内
周
辺
環

境
に
あ
っ
て
、
今
後
の
幸

町
会
館
の
運
営
は
イ
オ
ン

モ
ー
ル
開
業
前
及
び
開
業

後
の
新
し
い
動
き
を
見
極

め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、
本
委
員
会
は
今
後
一

年
が
か
り
で
多
く
の
選
択

肢
か
ら
最
善
策
を
模
索

し
、
改
め
て
理
事
長
に
答

申
を
提
出
す
る
こ
と
と
い

た
し
た
い
。
そ
の
間
、
本

委
員
会
は
現
入
居
者
へ
の

対
応
を
含
め
て
各
委
員
が

継
続
し
て
情
報
収
集
に
努

め
、
新
た
な
動
き
が
発
生

し
た
場
合
は
必
要
に
応
じ

て
委
員
会
を
開
催
し
、
協

議
し
て
い
く
こ
と
と
い
た

し
た
い
。
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
五
年
十
二
月
行
事
表

６
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
女
性
部
研
修
会
（
鴨
方
町
内
）

19
日　

全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
・
国
会
陳
情
（
自
由
民
主
会
館
）

24
日　

北
方
領
土
返
還
要
求
岡
山
県
民
会
議
幹
事
会（
岡
山
商
工
会
議
所
）

31
日　

大
祓
式
、
除
夜
祭
（
県
護
國
神
社
）

平
成
二
十
六
年
一
月
行
事
表

１
日　

歳
旦
祭
（
県
護
國
神
社
）

３
日　

元
始
祭
（
県
護
國
神
社
）

５
日　

岡
山
市
瀬
戸
遺
族
連
合
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
・
新
年
互
礼
会

（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

逢
沢
一
郎
年
始
会
（
Ｈ
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）

11
日　

石
井
正
弘
新
年
祝
賀
会
（
岡
山
プ
ラ
ザ
Ｈ
）

15
日　

倉
敷
市
遺
族
連
合
協
議
会
新
年
互
礼
会
（
倉
敷
市
役
所
）

16
日　

県
護
國
神
社
崇
敬
者
大
総
代
・
総
代
合
同
会
議
（
い
さ
お
会
館
）

23
日　

岡
山
市
西
大
寺
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

26
日　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
役
員
会
（
牛
窓
町
内
）

28
日　

日
遺
支
部
事
務
局
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
女
性
部
幹
事
会
（
旧
九
段
会
館
）

29
日　

日
遺
支
部
女
性
部
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

30
日　

新
見
市
遺
族
連
合
会
新
年
互
礼
会
（
新
見
市
内
）

平
成
二
十
六
年
二
月
行
事
表

21
日　

県
連
盟
女
性
部
第
二
回
研
修
会
（
岡
山
ロ
イ
ヤ
ル
Ｈ
）

27
日　

日
遺
理
事
会
（
靖
國
会
館
）

28
日　

日
遺
支
部
事
務
局
長
会
議
（
旧
九
段
会
館
）

日
本
遺
族
会
顧
問

参

議

院

議

員

　
水
　
落
　
敏
　
栄

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

日
本
遺
族
会
会
長

参

議

院

議

員

　
尾
　
辻
　
秀
　
久

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
お
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

英
霊
顕
彰
運
動
の
根
幹
で

あ
り
ま
す
内
閣
総
理
大
臣
の

靖
國
神
社
参
拝
は
平
成
十
八

年
八
月
以
降
途
絶
え
て
お
り

ま
し
た
が
、
昨
年
十
二
月
二

十
六
日
、
七
年
四
カ
月
ぶ
り

に
安
倍
総
理
が
靖
國
神
社
に

参
拝
さ
れ
英
霊
に
感
謝
の
誠

を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
内
外

の
批
判
に
屈
す
る
こ
と
な
く

毅
然
と
し
た
態
度
で
参
拝
さ

れ
た
安
倍
総
理
の
ご
英
断
に

深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
今
後
と
も
信

念
を
貫
か
れ
継
続
し
て
参
拝

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

　

戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
処

遇
改
善
で
は
、
昨
年
、
遺
族

会
に
と
り
ま
し
て
最
大
の
懸

案
で
あ
り
ま
し
た
「
戦
没
者

等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付

金
」
と
「
身
寄
り
の
な
い
戦

没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特

別
給
付
金
」
が
何
れ
も
継
続

に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

全
国
の
ご
遺
族
あ
げ
て
の
運

動
の
賜
と
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
十
七
年

に
最
終
償
還
を
迎
え
る
特
別

弔
慰
金
の
継
続
・
増
額
に
向

け
て
今
年
か
ら
本
格
的
な
運

動
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
更
に
は
、

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
充
実
、
遺
骨

帰
還
事
業
の
拡
充
強
化
等
、

本
会
に
は
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決

す
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
の

結
束
と
行
動
力
の
発
揮
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が

大
半
を
占
め
る
現
代
の
社
会

に
お
い
て
、
戦
争
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
戦

争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
後
世
に
伝
え
続
け
て
い
く

役
割
を
担
っ
た
唯
一
の
組
織

が
日
本
遺
族
会
で
あ
り
ま

す
。
戦
争
で
か
け
が
え
の
な

い
肉
親
を
失
っ
た
私
た
ち

は
、
今
の
日
本
の
平
和
と
繁

栄
が
戦
争
で
散
華
さ
れ
た
英

霊
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
あ
る

こ
と
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
英
霊
を
顕
彰
し
後
世

代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
責

務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
後
継
者
の
育
成
が
急
務

で
あ
り
、
孫
、
曾
孫
の
会
の

組
織
化
を
積
極
的
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
英
霊
の
顕
彰
と
戦
没
者

遺
族
の
福
祉
の
向
上
に
全
身

全
霊
で
取
り
組
む
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
衷
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
ご
遺
族
皆
様
に

と
り
ま
し
て
佳
き
一
年
に
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念

し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

ご
遺
族
の
皆
様
に
は
、
お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

昨
夏
の
参
議
院
選
挙
で

は
、
ご
遺
族
皆
様
の
ご
支
援

に
よ
り
、
尾
辻
会
長
が
見
事

に
五
期
目
の
当
選
を
果
た
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
族
会

推
薦
の
五
人
の
先
生
方
も
当

選
さ
れ
、
国
会
に
お
け
る
遺

族
会
の
応
援
団
が
増
え
ま
し

た
。
先
ず
も
っ
て
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
参
議
院
で
の

ね
じ
れ
は
解
消
さ
れ
、
安
定

政
権
を
築
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
安
倍
政
権
は
発
足
よ

り
日
本
再
生
を
目
指
し
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
で
株
価

は
上
昇
し
て
景
気
も
上
向
い

て
お
り
ま
す
が
、
我
が
国
を

取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
楽

観
視
出
来
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
再
生
は
ま
だ

道
半
ば
で
す
。
し
か
し
、
富

士
山
の
世
界
遺
産
登
録
や
東

京
五
輪
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
決
定
等
、
着
実
に
実
を

結
ん
で
お
り
、
明
る
い
兆
し

は
少
し
ず
つ
で
す
が
確
実
に

見
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
困
難
な
時
代
に
、
多
く

の
国
民
の
皆
様
に
信
託
い
た

だ
い
た
重
責
を
心
に
刻
み
、

丁
寧
に
粘
り
強
く
再
生
の
道

を
模
索
し
て
参
り
ま
す
。

　

遺
族
会
の
懸
案
事
項
で
あ

っ
た
戦
没
者
の
妻
の
特
別
給

付
金
は
十
年
償
還
二
百
万
円

の
継
続
支
給
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
戦
後
、
労
苦
を
重
ね

た
妻
の
皆
様
へ
の
慰
藉
の
意

を
表
す
給
付
金
が
継
続
出
来

た
こ
と
は
本
当
に
喜
ば
し
い

こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
年
は
遺
族
会

組
織
の
存
続
を
か
け
た
特
別

弔
慰
金
の
継
続
運
動
の
年
と

な
り
ま
す
。

　

前
回
の
継
続
の
際
も
緊
縮

財
政
下
、
お
よ
そ
六
千
億
円

も
の
継
続
を
決
定
い
た
だ
い

た
の
は
、
全
国
の
遺
族
会
の

熱
い
運
動
と
遺
家
族
議
員
協

議
会
の
先
生
方
の
粘
り
腰
の

交
渉
で
し
た
。
今
回
は
前
回

に
も
増
し
て
遺
族
会
組
織
の

総
力
を
結
集
し
、
本
年
暮
れ

の
平
成
二
十
七
年
度
政
府
予

算
編
成
に
必
ず
特
別
弔
慰
金

の
継
続
を
計
上
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
民
党
政
務
調
査

会
に
遺
骨
帰
還
特
命
委
員
会

が
設
置
さ
れ
委
員
長
を
拝
命

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
民
党

が
遺
族
会
の
声
に
応
え
た
も

の
で
あ
り
、
遺
骨
の
早
期
収

容
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

戦
後
六
十
九
年
、
戦
争
の

記
憶
は
薄
ら
ぎ
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
を
次
世
代
へ
語
り

継
ぐ
こ
と
は
遺
族
会
の
使
命

で
あ
り
、
遺
族
会
活
動
を
続

け
る
た
め
に
も
特
別
弔
慰
金

の
継
続
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

私
は
遺
族
会
の
代
表
と
し

て
、
英
霊
顕
影
を
は
じ
め
遺

族
会
の
懸
案
解
決
に
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
平
成
二
十
六
年

が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

岡山縣護國神社

新年明けましておめでとうございます


